
【真岡市】
第四回WS実施報告



■名称 私たちが主役の複合交流拠点

〜⼦ども⼦育て⽀援の拠点として〜 循環型⼦育て⽀援による多世代の輪

■開催日程 2024年2月3日（土）

■開催時間 13:30〜16:30

■開催場所 真岡市⽴図書館（真岡市⽥町1344）

■実施内容 １．はじめに(真岡市担当より)

２．セミナー

３．ワークショップ・意⾒交換・振り返り

４．全四回のWSについての総括と今後の予定について

５．記念撮影・交流タイム

■主催 真岡市総合政策部プロジェクト推進課複合交流拠点整備係

■協⼒ シダックス大新東ヒューマンサービス(株)

(株)ローカルファースト研究所

アカデミック・リソース・ガイド(株)

合同会社日本CSV総合研究所
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実施概要
第4回 公開セミナー
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開催報告
１.はじめに

担当 ︓ 真岡市 プロジェクト推進課 林⼤輔

【内容】
①本公開セミナーの目的
②スケジュールの説明
③講師紹介
④施設概要・工事進捗状況説明
⑤配布資料説明
⑥撮影許可
⑦その他（「まちつく」「リブフェス」紹介等）

<説明スライド一部抜粋>

複合交流拠点のテーマ 完成イメージパース
(夜間)

仮囲いアートイベントの様⼦
（市役所駐⾞場にて開催）

「リブフェス」の様⼦
2024.1.28開催

過去最⾼の来館者数を達成︕
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開催報告
2.セミナー

講師︓⽻崎泰男（日本CSV総合研究所）

【内容】
①「拠点」としての新施設
・新施設が「拠点」となり、市内にネットワークが広がる
・「拠点」を中心とし、周辺環境がどのように変わっていくか、
どのように変えていきたいかイメージ＝「拠点」ができることの価値

・新施設が何のためにあるか、目的がずれないことが重要（古くなっても変わらない）

②子ども家庭庁の目指す「こどもまんなか」社会について
・循環型の⼦育て⽀援
⼆重・三重のサークル状となることで、多世代がつながり、途切れることなく、どこからでもサポートできる体制が可能

・対象年齢の拡大
こども基本法の対象年齢は〜18歳や20歳まで
中⾼大学生には、ボランティアや運営スタッフとして参加してもらう

③「企画⼒」の重要性
循環型の⼦育て⽀援には、幅広く豊かな企画⼒による信頼とネットワークの構築が不可⽋
・⼦育て⽀援センターの役割から（専門家との調和）
・複合施設としての役割から（図書館の活用による知の循環）
・⼦どもたちによる企画をサポートする

④その他
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開催報告
３.ワークショップ

【方法】
・参加者（全49名）は４つのテーマから興味のあるグループに参加。
各ファシリテーターの元、ワークショップを実施。

・まずはグループ内全ての参加者が各30秒間で自己紹介。(自己紹介カード使用)
その後、ファシリテーターを中心に意⾒交換。

・1回45分。グループを変えて計2コマ（計90分）開催。

【Aグループ】
テーマ︓ソーシャルキャピタル
ファシリテーター︓関

【Bグループ】
テーマ︓図書館
ファシリテーター︓岡本

【Cグループ】
テーマ︓子育て
ファシリテーター︓⽻崎

【Dグループ】
テーマ︓施設運営
ファシリテーター︓渡辺、嶋津

「⼦育て⽀援」の幅広さを改めて
理解した。
「拠点」としての新施設への期待
を非常に感じる中で、市⺠と協⼒
し、特に中⾼大学生など若い方の
⼒を取り⼊れてより良い施設にし
ていきたい。
また、参加者同⼠の活発な意⾒交
換の場を引き続き提供したい。

「どんな企画をお持ちか」につい
て意⾒交換をした。
⼦ども関係、図書館関係、障がい
者関係、様々な⽴場から熱い気持
ちをお持ちの方が集まった印象。
これらの企画・要望は、実際の事
業、運営の中で多く叶えられるよ
う進めていく。

やりたいことは願うのではなく、
仲間を作って自分で⾏動する。近
くにいる⼈こそ何よりの⼒。
その際にぜひ図書館を利用して、
良い方法を調べる、スタッフを使
う(仲間として相談する)。
それこそが施設を成功に導き、新
施設に図書館が⼊っている意味。

<自己紹介カード>

「企画⼒」と「ネットワーク」に
は、従来のものと新しいものの融
合が重要。「企画」は不確かなも
のが生まれる醍醐味を感じ、はじ
めの⼀歩を踏み出すことの大切さ
を実体験してほしい。
また、中⾼生の活動の活性化が新
施設のキーとなる。
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開催報告
４.全四回のWSの総括と今後の予定

ファシリテーター︓地⽅創⽣アドバイザー 関幸子

【全四回のWSの総評】
真岡市⺠の自由な発想と市⺠⼒の⾼さにとても驚いた全四回のワークショップだった。

こういったワークショップを開催すると、「⾏政VS市⺠」という対⽴関係に陥ってしまう自治体が多いが
真岡市の場合は、市⺠同⼠が互いの⽴場を尊重し、受け⼊れながらも様々な意⾒を交換できることが素晴らしかった。
今回のワークショップが市⺠⼒の⾼さと経験をさらに大きく花開くきっかけとなった。

【今後の予定】
「私たちが主役の複合交流拠点」を実⾏に移す時期がきた。

ワークショップは今回で終了し、ここからはみなさんからいただいたボールを⼀旦預かり、
⾏政の経営⼒を発揮し、そのボールを更に大きく、質の良いものにしていく。
約半年程の時間をいただき、作戦会議をした上で、秋⼝（施設の竣工時期頃）を目途に、下記内容についてお⽰しする予定。

①運営組織の明⽰
②各分野のサービスについて
③市⺠参加型のネットワークについて

その間、市⺠の皆さんには温かく⾒守ると共に、テーマごとにある程度繋がってまとまっていて欲しい。
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アンケート集計結果
アンケート回答者数︓32名

Ⅰ こども真ん中社会について

理解した 分からなかった
1 2 3 4 5
12名 10名 4名 1名 2名

※未記⼊3名

Ⅱ 循環型⼦育て⽀援について

理解した 分からなかった
1 2 3 4 5
16名 6名 3名 2名 2名

※未記⼊3名
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アンケート集計結果
全四回のWSを通じて感じたことや自分がやりたいと思ったこと（抜粋）

 自⽴した市⺠の方が多くいることを改めて感じた。
でもここからどうやってネットワークを構築できるか不安・楽しみ双方強い。

 多世代交流の新しい場として、ぜひスタッフとして参加させて頂きたいです♡
 自分の意⾒をきちんと持っていることを頼もしく感じましたが、自分から意⾒を⾔えない⼈にも目を向けていきたいと思い

ました。取りこぼしをしない子育てに協⼒し出来たらと思います。
 今ある課題と解決の糸⼝が少し⾒えました。
 ⼀歩ずつつながりを作っていきたいと思いました。ぜひスタッフとして広げていきたい。
 みなさんのエネルギーに刺激を受けています。
 ⾊んな⼈がいる。不登校、引きこもり、障がいを持った⼦の親御さん。思っているより多い。
 知り合いが増えて嬉しかったです。皆さんの熱がすごい︕︕
 皆さんのエネルギーに圧倒されました。若い⼈の企画⼒は絶⼤です。任せてみましょう。⾏政はそのバックアップを。
 様々な⼈と話をして⾃分ももっと前に出ても良いのかなと思えた。
 ここに来ている⼈たちのスキル、思いがすごい。ここで終わらせるのはとてももったいない。
 今まで⼀⼈では出来ないと思っていたことや、やってみたいと思っていたことも実現できるかも。と思いました。
 楽しかったです︕是非真岡で⼀緒に関わらせてください。
 自分が目指している⼦育て⽀援の未来が⾒えました。色々な世代で関われる幅の広い子育て支援をしていきたいと思います。
 ふれあい大久保でごみ拾い＆⻘空こども⾷堂を計画中です。

岡本先生の「やりたいことを⾔わなきゃ実現しない」の⾔葉を聞いて、いろいろな⼈に⾔っています。
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参考資料
配布資料⼀覧

<市⺠記⼊表（アンケート）（A4）>

【その他設置資料】
・ファシリテーター紹介
・施設説明資料
・リブフェスチラシ

など

<自己紹介カード（A4）>


